
平成２０年８月２１日（木） 

宮城県土木部建築宅地課 

 

平成２０年岩手・宮城内陸地震に係る被災宅地危険度判定活動について 

 

平成２０年６月１４日に発生した岩手・宮城内陸地震によって被害を受けた栗原市内の宅地に

ついて，平成２０年６月２０日に被災宅地危険度判定を実施した。 

■地震の概要 

 地震発生時刻：平成２０年６月１４日 ８時４３分 

 発 生 場 所 ：北緯 39 度 01.7 分 東経 140 度 52.8 分 深さ 8㎞ 

 マグニチュード：7.2 

 最 大 震 度 ：震度６強（宮城県栗原市，岩手県奥州市） 

 人 的 被 害 ：死亡１０人  行方不明８人（平成２０年８月４日現在 宮城県内分） 

 住 宅 被 害 ： 

 

 

 

 

非 住 宅 被 害 ： 

 

 

 

 

■地震発生から判定までの経緯 

 平成２０年６月１４日  地震発生 

              被災建築物応急危険度判定活動 開始 

 平成２０年６月１７日   被災建築物応急危険度判定活動 終了 

 平成２０年６月１８日   栗原市と被災宅地危険度判定の実施について打ち合わせ 

 平成２０年６月１９日   栗原市より被災宅地危険度判定の実施要請 

               県より被災宅地危険度判定士への派遣要請 

 平成２０年６月２０日   被災宅地危険度判定活動 

 

■判定人員等 

 判定員 本部支援要員 計 内，判定士  

宮城県 １０ ４ １４ １０ 

市町村（白石市,仙台市,石巻市,多賀城市） ２５ ２５ ２４ 

(社)全国宅地擁壁技術協会東北支部 ９ ９ ９ 

仙台市宅地安全協議会 ９ ９ ９ 

計 ５３ ４ ５７ ５２ 

※判定員は

１７班に分

かれて活動

  

 全  壊 半  壊 一部損壊 計 

栗原市 30 119 1,264 1,413

その他 1 3 90 94

計 31 121 1,354 1,507

※栗原市内の被害件

数は平成２０年８月

１９日栗原市発表に

よる 

 公  共 その他 計 

栗原市 10 1 11

その他 35 1 36

計 45 2 47



■判定宅地の選別方法 

 被災宅地危険度判定に先行して実施された，被災建築物応急危険度判定の結果をもとに選別。 

  被災建築物応急危険度判定により，宅地に関して中被害・大被害があると報告された宅地と，住

民等から要望のあった宅地を対象とした。 

 

■判定活動の流れ 

 平成２０年６月１９日  ９時００分頃  栗原市より派遣要請 

            １０時００分頃  派遣依頼先の選定，活動に係る資機材の準備開始 

            １１時００分頃  派遣依頼先への打診 

            １５時００分頃  判定士人員確定 

 平成２０年６月２０日  ８時３０分   栗原市ふるさとセンター（判定本部）集合 

             ８時３０分～  判定活動に関する説明 

             ９時００分～  判定 開始 

            １４時００分～  判定結果 取りまとめ 

            １８時００分頃  本部 撤収 

 

■判定結果 

 ①宅地の判定結果（総合判定） 

危険宅地 要注意宅地 調査済み宅地 計 

３１箇所（３７％） ２１箇所（２５％） ３１箇所（３７％） ８３箇所 

 

 ②擁壁，宅地地盤及びのり面・自然斜面ごとの被害程度（個別判定） 

 擁壁 宅地地盤 のり面・自然斜面 計 

危険度大 ２４箇所（４４％） ２箇所（２％） １２箇所（４１％） ３８箇所 

危険度中 ２０箇所（３６％） ８箇所（１０％） ８箇所（２８％） ３６箇所 

危険度小 １１箇所（２０％） ７１箇所（８８％） ９箇所（３１％） ９１箇所 

計 ５５箇所 ８１箇所 ２９箇所 １６５箇所 

 


